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【手続補正書】
【提出日】令和3年1月6日(2021.1.6)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　少なくとも１つの基端側の内側フランジ（１３）と、少なくとも１つの先端側の内側フ
ランジ（１４）と、少なくとも１つの基端側の内側フランジ（１３）と少なくとも１つの
先端側の内側フランジ（１４）との間で延びて、危険物質を輸送する内部通路（１５）を
定義する内壁（１２）と、
　内部通路で危険物質と関わるように構成されるプロセス制御構造（１６）と、
　少なくとも１つの基端側の外側フランジ（１８）と、少なくとも１つの先端側の外側フ
ランジ（１９）と、少なくとも１つの基端側の外側フランジ（１８）と少なくとも１つの
先端側の外側フランジ（１９）との間において内壁周囲で延びて、外部通路（２０）を内
壁との間で定義する外壁（１７）と、
を備え、
　外部通路（２０）は、中心軸に沿って基端側の外側開口と先端側の外側開口との間で延
び、
　基端側の外側開口は、基端側の外側フランジ内にあって、
　先端側の内側開口は、先端側の外側フランジ内にあって、
　内壁（１２）は、内壁を通る内部開口（３６）を形成して、
　外壁（１７）は、外壁を通る外部開口（３７）を形成して、
　内部開口（３６）及び外部開口（３７）の少なくとも一方は、プロセス制御構造と係合
してシールするように配置され、
　外部通路は、内部通路の周囲で１つの一体的な空間を形成する、危険物質のためのプロ
セスユニット（１１）。
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【請求項２】
　内壁（１２）は、内面（３１）及び反対側の外面（３２）を形成し、
　内面は内部通路の表面を形成して、外面は外部通路の表面を形成し、
　外壁（１７）は、外部通路の表面を形成する内面（３３）と、内部通路及び外部通路か
ら離れる方向に向く反対側の外面（３４）と、を形成し、
　内壁の外面は、外壁の内面に面し、
　内壁（１２）及び外壁（１７）は、外壁の内面と内壁の外面との間で延びる剛性の連結
部（３５）によって連結され、
　剛性の連結部は、外壁に対する内壁の移動を妨げて、外部通路（２０）の閉塞空間を占
め、換気用の空気の輸送のための自由空間を残す、請求項１に記載のプロセスユニット。
【請求項３】
　内壁の外面の少なくとも５０パーセントは、外部通路に露出している、請求項２に記載
のプロセスユニット。
【請求項４】
　内部開口（３６）及び外部開口（３７）は、中心軸に直交する軸の周囲で同心円状に配
置される、請求項１から３のいずれか一項に記載のプロセスユニット。
【請求項５】
　プロセス制御構造と係合してシールするように配置された内部開口（３６）及び外部開
口（３７）の少なくとも一方は、対応する壁に設けられる弾力性のあるガスケットを有す
る、請求項１から４のいずれか一項に記載のプロセスユニット。
【請求項６】
　対応する壁に設けられる弾力性のあるガスケットは、内部開口及び／又は外部開口の周
囲の縁の凹部に配置される、請求項５に記載のプロセスユニット。
【請求項７】
　内部開口と外部開口との間で延びて、プロセス制御構造を少なくとも部分的に収容する
制御通路（７１，７３）を備える、請求項１から６のいずれか一項に記載のプロセスユニ
ット。
【請求項８】
　外部通路は、非円形の断面を有する、請求項１から７のいずれか一項に記載のプロセス
ユニット。
【請求項９】
　基端側の内側フランジ及び基端側の外側フランジは、基端側の連結面を形成して一体的
に形成され、
　先端側の内側フランジ及び先端側の外側フランジは、先端側の連結面を形成して一体的
に形成される、請求項１から８のいずれか一項に記載のプロセスユニット。
【請求項１０】
　外部通路は、基端側の連結面の外部通路の複数の開口と、先端側の連結面の外部通路の
複数の開口との間で延びる、請求項９に記載のプロセスユニット。
【請求項１１】
　先端側の連結面及び基端側の連結面の少なくとも一方は、内壁及び外壁と一体的に形成
される、請求項９又は１０に記載のプロセスユニット。
【請求項１２】
　内壁（１２）、外壁（１７）、及び剛性の連結部（３５）は、一体的に形成される、請
求項２から１１のいずれか一項に記載のプロセスユニット。
【請求項１３】
　内壁（１２）、外壁（１７）、剛性の連結部（３５）、先端側の内側フランジ（１４）
、先端側の外側フランジ（１９）、基端側の内側フランジ（１３）、及び基端側の外側フ
ランジ（１８）は、一体的に形成される、請求項１２に記載のプロセスユニット。
【請求項１４】
　請求項１から１３のいずれか一項に記載のプロセスユニットを用いて危険物質を輸送す
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る方法であって、
　内部通路（１５）内で、物質圧力で危険物質の流れを提供するステップと、
　外部通路（２０）内で、換気圧力で換気用の空気を提供するステップと、
を含み、
　換気圧力は、外壁の外部の周囲の圧力よりも低く、
　または、換気圧力は、外壁の外部の周囲の圧力よりも高く、
　換気用の空気は外部通路で流れが無いように提供され、換気圧力は静圧である、方法。
【請求項１５】
　請求項１から１３のいずれか一項に記載のプロセスユニットを用いて危険物質を輸送す
る方法であって、
　内部通路（１５）内で、物質圧力で危険物質の流れを提供するステップと、
　外部通路（２０）内で、換気圧力で換気用の空気を提供するステップと、
を含み、
　換気圧力は、外壁の外部の周囲の圧力よりも低く、
　または、換気圧力は、外壁の外部の周囲の圧力よりも高く、
　換気用の空気は外部通路で流れがあるように提供され、換気圧力は動圧である、方法。
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